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論文要旨

【序言】日本ではいつでもどこでも地震が起こり得る．平成28年４月，熊本県で最大震度７の

地震が発生し県内の大学生も被災した．家庭，学校，社会において防災に対する関心は高

まっている．

【方法】熊本県内の大学生（大学院生含む）400名を対象に地震前の準備物など防災に関する

アンケート調査を行った．

【結果】大学生において，①災害時必要性の高い物品は，生命維持（食料，飲料水），体や環

境の清潔保持（生活用水，ティッシュ，タオル，ビニール袋），温度調節（毛布），安全確

保・連絡手段（懐中電灯，スマートフォン充電器）であった．②準備不足は，水，食料，

家具の固定であった．③一人暮らしでは準備不足傾向の物品があった．④１年生では「避

難所がわからない」，「知人がいなく，心細い」などの意見がみられた．

【結論】①日頃から防災を念頭に置き備えることが大切である．特に，水と食料３日分の備蓄

が必要である．②一人暮らしを始める際は，避難所の確認や近隣住民と良好な関係を作っ

ておく必要がある．③学校における防災教育を充実させることは，災害時多くの生命を救

うと考えられる．

１．はじめに

平成28年４月14日，16日に熊本県で最大震度７の

地震が発生した．この地震では，家屋の倒壊や地面

の大きなずれなどの被害に加え，ライフラインや流

通がストップした．多くの店舗が閉鎖され物資の入

手が困難となり，被災者の生活に大きな影響を与え

た．

熊本地震以降も，10月に鳥取県で最大震度６弱の

地震が起こるなど各地で地震が発生している．また，

マグニチュード８〜９クラスの南海トラフ地震が30

年以内に起こる可能性は70％程度との報道もなされ

ている1)．このように，日本ではいつでもどこでも

地震が起きる可能性がある．家庭，学校，社会にお

いて防災に対する関心は高まっている．

この度の熊本地震で県内の多くの大学生も被災し

た．災害時の大学生の被害を最小限に抑える目的に，

今回，大学生の地震前の準備物など防災に関する意

識調査を行った．また，今後の防災教育について検

討したので報告する．

２．研究方法

１．調査対象者および調査時期

調査対象者は，熊本県内の大学生と大学院生408

名で，調査時期は，2016年11月〜12月であった．

２．調査方法および調査内容

無記名，自記式のアンケート用紙を配布し，アン

ケートを行った．アンケートの物品の項目について

は「防災バッグ30｣2)を参考に作成した．食料品等，

生活用品，消耗品，その他の物品，家具の固定など

計29品目について災害時に「準備していてよかった」

「なくて困った」「どちらでもない」の選択式とした．

また，「災害時に困ったこと」「あればいいなと思う

防災グッズ」については自由記述式とした．地震後

の避難バッグの用意，日頃の地震に対する意識につ

いても尋ねた．

３．統計学的解析

アンケートの集計は「Excel」，統計解析は「Excel
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統計 2012」を用いて行った．

４．倫理的配慮

調査協力者のプライバシーに十分配慮し，個人情

報が特定されないように匿名化した．研究目的と研

究方法の説明を行い，アンケートの返却をもって同

意とみなした．

３．結 果

調査対象者408名中400名より回答が得られた．内

訳は男子161名，女子239名，１年生39名，２年生34

名，３年生99名，４年生184名，大学院生44名であっ

た．回収率，有効回答率はともに98％であった．

以下の記載で，「必要であった」は「準備していて

よかった」と「なくて困った」を足したものと定義

する．

熊本地震の際，食料品等のカテゴリでは，食料と

飲料水は学生の８割以上が，生活用水は約７割が「必

要であった」と回答し，食料品等のニーズは非常に

高かった（図１）．食料と飲料水では「準備していて

よかった」と「なくて困った」がほぼ同程度の割合

であった．生活用水では「なくて困った」が「準備

していてよかった」の約３倍であり，多くの人が準

備不足であった．給水用ポリタンクも４割弱の学生

が必要であると回答したが，「なくて困った」がその

多くを占め，準備不足を示した．

生活用品のカテゴリでは，「必要であった」が半数

を超えていたものは，スマートフォン充電器（スマ

ホ充電器）（コンセント，ポータブル），毛布，懐中

電灯であった（図２）．以下，ポットなどの湯沸かし

器，レジャーシート，乾電池，簡易トイレ，アルミ

ブランケットの順であった．生活用品の中で，最も

「なくて困った」と回答されたものはスマホ充電器

（ポータブル）103名で，必要と回答した人の１/３に

当たる．簡易トイレは必要と回答した人の割合は１

/４（101名）であったが，「なくて困った」が87名と

多くを占め，準備不足を示した．

消耗品のカテゴリでは，「必要であった」が半数を

超えていたものは，ティッシュ，タオル，メガネの

３項目であった（図３）．「なくて困った」は，水の

いらないシャンプー・ボディソープ（99名），汗ふき

シート（74名）など体の清潔を保つための物品が挙

がった．

その他のカテゴリ４項目では，ビニール袋のみ５

割強の人が「必要であった」と回答した．ハサミ，

救急処置の道具，工具の必要性は１〜２割程度で

あった．

家具の固定については，「準備していてよかった」

防災に関する意識調査
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図１ 食料品等の準備（N＝400）

図２ 生活用品の準備（N=400）

図３ 消耗品の準備（N=400，生理用品のみ239）



41名（10％），「なくて困った」139名（35％）で，45％

の人が「必要であった」と感じていた．

｢準備していてよかった」「なくて困った」および

「必要であった」と回答した人が多かったもの上位

10項目を表に示す（N=400）．また，今回調査した29

項目の必要性は以下の通りであった．

① 必要性が非常に高い（80％以上）項目：

食料，飲料水，スマホ充電器（コンセント）

② 必要性が高い（50％〜80％）項目：

スマホ充電器（ポータブル），生活用水，毛布，

ティッシュ，タオル，懐中電灯，ビニール袋，

眼鏡

③ 必要性がある（30％〜50％）項目：

給水用ポリタンク，ポットなど湯沸かし器，

乾電池，レジャーシート，生理用品，汗ふき

シート，コンタクトレンズとその洗浄液，マ

スク，家具の固定

④ 必要性が少ない（30％未満）項目：

水のいらないシャンプー・ボディソープ，簡

易トイレ，アルミブランケット，カイロ，は

さみ，アイマスク・耳栓，救急処置の道具，

工具

一人暮らしの人は，実家で生活している人と比較

して，給水用ポリタンク，食料，懐中電灯，乾電池，

レジャーシート，タオル，ティッシュ，ビニール袋，

工具，救急処置の道具が準備不足であった．

｢災害時に困ったこと」についての自由記述では，

水関係（170名），避難生活関係（64名）ライフライ

ン関係（37名），食料関係（37名），情報関係（26名）

などが挙げられた．上位５項目は，「トイレが使え

なかった」56名，「水が使えなかった」55名，「お風

呂に入れなかった」46名，「避難所が寒かった」26名，

「食べ物の確保に困った」26名であった．また，「周

囲に知り合いがおらず心細かった」７名（全員１年

生），「避難場所がわからなかった」６名（内４名が

１年生）の記載がみられた．

｢あればいいなと思う防災グッズ」についての自

由記述で５名以上が記載したものは以下の通りであ

る．スマホ・携帯電話の充電器（手動，電池式，ソー

ラー式）24名，非常用食料（火や水を使用しない）

14名，手動式携帯ラジオ（懐中電灯付）11名，発電

機（手動，ソーラー式）10名，水の濾過装置９名，

寝袋・マット（クッション性あり）７名，防寒具（薄

くて保温性に優れたもの）６名，簡易テント５名で

仲里 仁史・石坂 麻実・松本 法子
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表 大学生において災害時必要性の高い物品 （N=400）



あった．特に，手動式の発電グッズは，停電時や夜

間でもどこでも使用でき必要性が高かった．

地震後の避難バッグについて，女性では４割が，

男性では２割が用意していると回答し，男女間で差

が見られた（p＜0.001）．しかし，中身のチェック

をしているのは男女ともそれぞれ１/４程度であっ

た．

また，「日頃から地震に対する意識をもつことが

重要であるか」という質問に対して96％が「はい」

と回答した．

４．考 察

(必要性）

災害時には，生命・健康・安全に関わる物品ほど

必要であることが，今回の調査で分かった（表）．特

に，生きるために最低限必要な食糧（水，食料），体

や環境の清潔を保つために必要なもの（生活用水，

ティッシュ，タオル，ビニール袋），温度調節をする

ためのもの（毛布），安全確保や連絡手段の道具（懐

中電灯，スマホ充電器）が必要とされた．１位の食

料，２位の飲料水，５位の生活用水は，生命維持に

不可欠である．しかし，この３項目は「なくて困っ

た」の１位〜３位を占め，準備不足が明らかになっ

た．背景に関係なく，この３項目は災害時に特に必

要とされている．日ごろから食料，水の十分な備蓄

が必要であり，その重要性を啓発していく必要があ

る．

次に，スマホ充電器が必要性の３位，４位を占め

ていた．スマートフォンは現代の大学生にとって必

須の携行品であり生活の一部となっている．スマー

トフォンはその進化により家族，友人との連絡手段

としての域を超え，懐中電灯やラジオ，テレビ，

GPSなどの役割を果たし，安全確保としての役割も

担っていると考えられる．

毛布の必要性は６位であった．毛布は50％（200

人）が「準備していてよかった」と回答している．

これは，震災が４月の中旬であったことから，日常

的に毛布を使っていた人が多かったためだと考えら

れる．

必要性が少ない（30％未満）項目のうち，水のい

らないシャンプー・ボディソープ，簡易トイレの２

項目は，「なくて困った」上位10項目以内に入ってお

り，人や背景によって準備の必要性があると考えら

れる．

(一人暮らし大学生について）

一人暮らしの学生は，給水用ポリタンク，食料，

懐中電灯，乾電池，レジャーシート，タオル，ティッ

シュ，ビニール袋，工具，救急処置の道具について，

実家暮らしの学生に比し準備不足であった．実家暮

らしでは，大学生本人ではなく，その保護者が準備

をしていたと考えられる．一人暮らしを始める際は

こういった物品の準備も念頭に置く必要がある．高

校あるいは大学においてその必要性を教育すべきだ

と考える．特に，給水用ポリタンクと食料について

は「なくて困った」人が比較的多かったため，その

準備を一層啓発する必要がある．

また，「災害時に困ったこと」の自由記述において，

「周囲の人に知り合いがおらず，心細かった」と回答

した７名と，「避難所の場所がわからなかった」と回

答した６名のうち４名が１年生であった．これは今

回の地震が４月16日という新年度が始まったばかり

の時期に発生したことが理由として考えられる．災

害時に安全に避難するためにも，自分の住む地区の

避難所を確認しておくこと，日頃から近隣に住む人

たちとコミュニケーションをとり，災害時には協力

し合える人間関係を作っておくことが重要であると

考えられた．

(過去の地震との比較）

今回のアンケートで「なくて困った」の４位に「家

具の固定」34.7％（139名）が入った．熊本地震の特

徴として，14日の前震，16日の本震と大きな揺れが

二度起こったこと，その後も４月中に余震が1,000

回以上続いたことが挙げられる．水や食料など，生

命に関わる物資の次に「家具の固定」が多かったの

は，揺れによる建物への被害が大きかった熊本地震

の特徴だと考えられる．

災害時におけるライフライン（主に電気，水道）

の確保の重要性は，今回行ったアンケート結果から

も伺えた．能島は，今回の熊本地震のライフライン

の復旧について，阪神淡路大震災（1995年１月17日），

東日本大震災（2011年３月11日）と比較している3)．

「電気，水道，都市ガスの順に復旧が早いことは各震

災で共通している．停電復旧の迅速さはほぼ飽和状

態に達している．両大震災より熊本地震では水道と

都市ガスの復旧期間が大幅に短縮されている．これ

は震度曝露規模の違いもあるが，これまでの震災経

験を教訓に対策が進められ，初期被害の軽減と復旧

支援体制の早期確立が寄与している」と述べている．

今回のアンケートの自由記述の「災害時に困ったこ

と」において，「トイレが使えなかった」「水が使え

なかった」と回答した人数が１，２番目に多かった．

水道の復旧は改善されつつあるとは言え，電気と比

べて時間がかかることを十分認識する必要がある．

防災に関する意識調査
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東京都は最低でも１人１日３リットルを目安に３日

分，食料も３日分は用意をしておく必要があると述

べている4)．どのようなタイプの地震においても水

と食料に関する入手の困難さは常に取り沙汰されて

いるため，その備蓄の必要性を防災教育に生かして

いく必要がある．

(今回の結果を今後どう生かすか）

日ごろから自分のこととして災害に対する意識を

持ち，災害に備え準備をしておく必要がある．また，

季節や自分のライフスタイルなどに合わせた備えが

必要であるため，自分に合った避難バッグを作成す

る必要があること，定期的にバッグの中身をチェッ

クし，入れ替え等を行うことが大切であることを防

災教育の中にも取り入れる必要がある．

｢あればいいなと思う防災グッズ」に，手動式ある

いはソーラー式の充電器，ラジオ，発電機などのグッ

ズが多く挙げられた．特に手動式グッズは停電時や

夜間でもどこでも使用でき，地震大国の日本では必

要性が高いと考えられた．今後，産業界においてこ

れらのグッズの開発が望まれる．

結論としては，以下の通りである．

① 災害時には，生命・健康・安全に関わる物品ほ

ど必要である．

② 日頃から防災を念頭に置き，備えることが大切

である．特に水と食料を３日分備蓄しておく必

要がある．避難バッグを用意する．

③ 特に一人暮らしを始める際は，防災グッズの確

認，避難所の確認，近隣住民と良好な関係を形

成しておく必要がある．

④ 学校における防災教育を充実させることは，災

害時多くの生命を救うと考えられる．
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